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区　　　　　分 予算額 決算額
差　額

（決算－予算）
備考

収入
　運営費交付金 16,287 16,287 0
　施設整備費補助金 583 586 3 注１
　船舶建造費補助金 0 0 0
　施設整備資金貸付金償還時補助金 1,291 3,872 2,581 注２
　補助金等収入 0 85 85 注３
　国立大学財務・経営センター施設費交付金 70 70 0
　自己収入 20,425 21,805 1,380
　　授業料及び入学金及び検定料収入 6,873 6,845 △ 28 注４
　　附属病院収入 12,900 13,993 1,093 注５
　　財産処分収入 474 728 254 注６
　　雑収入 178 239 61 注７
　産学連携等研究収入及び寄附金収入 1,408 2,227 819 注８
　長期借入金 0 0 0
　貸付回収金 0 0 0
　承継剰余金 0 3 3 注９
　旧法人承継積立金 0 0 0
　目的積立金取崩 0 627 627 注１０

計 40,064 45,562 5,498
支出
　業務費 27,734 29,685 1,951
　　教育研究経費 16,465 16,336 △ 129 注１１
　　診療経費 11,269 13,349 2,080 注１２
　一般管理費 5,593 5,374 △ 219 注１３
　施設整備費 653 656 3 注１４
　船舶建造費 0 0 0
　補助金等 0 85 85 注１５
　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,408 2,042 634 注１６
　貸付金 0 0 0
　長期借入金償還金 4,676 7,244 2,568 注１７
　国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 220 220 注１８

計 40,064 45,306 5,242
収入―支出 0 256 256

　　予算と決算の差異について
　　　　　注1　：補正予算により施設整備費補助金が交付されたため、予算金額に比して決算金額が３,５７４千円多額となっています。

　　　　　注2　：施設整備資金貸付金償還時補助金の繰上げ償還額が予算措置されたため、予算金額に比して決算金額が２,５８１,５０４千円多額となっています。

　　　　　注3　：予算段階では予定していなかった補助金等の獲得に努めたため、予算金額に比して決算金額が８５,２７５千円多額となっています。

　　　　　注4　：授業料、入学料及び検定料収入については、受験者数の減により検定料収入が減少したため、予算金額に比して決算金額が２８,９０３千円少額

　　　　　　　　となっています。

　　　　　注5　：附属病院収入については、患者数の増、診療単価の増及び救急救命センター設置に伴う収入の増により、予算金額に比して決算金額が

　　　　　　　　１,０９２,８６２千円多額となっています。

　　　　　注6　：財産処分収入については、予算段階では予定していなかった処分収入が生じたため、予算金額に比して決算金額が２５４,６８３千円多額となって

　　　　　　　　います。

　　　　　注7　：雑収入については、主として学校財産貸付料の増等により、予算金額に比して決算金額が６０,９２１千円多額となっています。

　　　　　注8　：予算段階では予定していなかった受託研究や寄附金の獲得に努めたため、予算金額に比して決算金額が８１８,５２９千円多額となっています。

　　　　　注9　：予算段階では予定していなかった承継剰余金の支払いが生じたため、予算金額に比して決算金額が２,６６５千円多額となっています。

　　　　　注10：予算段階では予定していなかった目的積立金を取崩したため、予算金額に比して決算金額が６２７,０００千円多額となっています。

　　　　　注11：教育研究経費については、経費の節減に努めたほか、退職者の減及び配置見直し等による人件費の減により、予算金額に比して決算金額が

　　　　　　　　１２８,８１３千円少額となっています。

　　　　　注12：注５に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２,０８０,８８３千円多額となっています。

　　　　　注13：予算段階では国立大学財務・経営センター施設費納付金を一般管理費としていたことなどにより、予算金額に比して決算金額が２１９,８２８千円

　　　　　　　　小額となっています。

　　　　　注14：注１に示した理由により、予算金額に比して決算金額が３,５７４千円多額となっています。

　　　　　注15：注３に示した理由により、予算金額に比して決算金額が８５,２７５千円多額となっています。

　　　　　注16：注８に示した理由により、予算金額に比して決算金額が６３３,９６６千円多額となっています。

　　　　　注17：予算段階の債務償還計画の見直し及び注２の理由から、予算金額に比して決算金額が２,５６８,００６千円多額となっています。

　　　　　注18：注１３に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２１９,５５４千円多額となっています。
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